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 俳句の季語に、「日
ひ あ し の

脚伸ぶ」と

いう言葉があります。冬至を過

ぎた頃から少しずつ日が長くな

る、それをふと実感できる頃の

ことを、このように呼ぶのだそ

うです。

 雪の多い北国に住み始めてから、

この冬から春にかけての「日脚」

の伸びを、本州に住んでいた頃と

比べて、より深く感じられるよう

になりました。

 たとえば、元旦の空の明るい日

差し。本州に住んでいた幼いころ

から、元旦の空の色はなんだかい

つもと違っているように感じて

いました。年が改まって、気持ち

も新しくなったせいかな、とも

思っていましたが、やはりそれだ

けではなく、明らかに冬至の頃と

比べて光の量そのものが変わっ

ているのだということが、北国に

いると実感としてわかります。

 たとえば、雪かき。雪が積もっ

た早朝、玄関の前の雪を大きなス

コップでかいて道を作ります。ど

んなにスコップで地面をがりが

り削ったとしても、日が短い時期

はどうしても道の表面に白い氷

の層が残ります（これがまた、滑っ

て危ないのです）。けれども、2月

を過ぎたあたりから次第に、その

残った氷もすぐに溶けてしまう

ようになり、ついには雪かきをし

てもその氷の層は残らなくなる。

長くなってきた太陽の光が大地

に蓄えられて、日ごとに路温が高

まっていくからでしょう。

 雪はうず高く積もっているし、気

温だってまだまだ氷点下です。肌

を刺すような風の厳しさも、変わ

らないように思えます。しかし私

たちが気付かないところで、私た

ちをとりまく天地は、春に向かっ

て確かに歩みを始めている。終わ

りが見えないように思える厳しい

寒さの中で、それでも見えない地

面の下では、春の準備が確かに進

められている。寒さが最も厳しい

とされる大寒の頃、それでも日ご

とに伸びる日脚に「そうか、今は

春の準備中か。だったらもう少し

だけ、がんばってみてもいいかな」

と慰められ、励まされます。

 いのちの冬だと思えるような、

厳しい現実に置かれるときがあ

ります。すべてが雪に閉ざされ

てしまったように思えて、出口が

見えなくなってしまうときがあ

ります。それでも私たちを支える

大地に、確かに春はすでに来てい

る。私たちがあずかり知

らないところで、ひっそ

り、けれども確実に、春

の歩みは進められてい

る。ほら、あなたが気付

かないうちに、あなたの

足元で、いのちの春はも

うすでに、準備を始めて

くれていますよ。
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斌

（日本の医療についてのお話の続きです）

Ｑ． 日本の制度は整っていると思っ

ていましたが？

】斌略ｙ概協ｚ概兩ｙ木肋ｒｚ‒く

ｋくｋｒｄ｠ｈそｚ質累骸騒ぃｓせ

Ｑ題っＧＷｑＩｕＩＰずｒｄ｠ｔＫＩ

Ｋ概燭っ従ｎｑがｂＩＰｓＩＫェそ

らっ苔蓑ｖ拍Ｍ‒妃ＰｂｑＩｕＩＰ

ずｒｄ｠

@煮ｙ戴肌ｚ‒摂ｂ纂野ＱＧぜＰこ糖

そくｆつＱ‒概燭ｙｊげｙ戴肌ぐｊ

Ｉｕこｙｕｙｒｄ｠質累ｙｊげｙ戴

肌ｖｕｎｑＩｕＩｙｒｄ｠

】すＴ痔換義ｒこ匸ｄｙｒｄＱ‒骸

騒ぃｓせＱｔＫＩＫ概兩戴肌っ従ｎ

ｑ俘ｂＩＰ‒ｔつｕ概燭っ訟木菟ｙ走

ｙ仁せｖ俘ｂＩＰ‒ｔＫＩＫ台Ｒ様‒

尚ｖ様っｂｊＩＰぬぬｓＩＫＸｓっ

ｌごつｓ灰唱幕蕉ｂｑＩＰｕＩｓゆ

よアゼｚ諭だｎｑＩＲくｆつ｠

Ｑ． それは、日本の国民性みたいなも

のもあるのでしょうか。

】質累胎ｋｓ唱Ｉくｄ｠功投ｕ作Ｉ

様っｂくｄｓ‒煮ｙ斌略ｙ概兩戴肌

っ諭ＭｑＩＴｖｚ‒天協ｙ概光戴っ

諭ＭｕＶそぁＩＶｕＩｓ唱Ｉくｄ｠

】斌略ｚQ痔腫Q吾身戴ｓＩＫゥび

んｙ戴肌っ囚ｎｑＩくｄｙｒ‒冫窃

ｓ犀原ｓ吾街ｙ＠ｏっ吾身ｚ渓鼎Ｚ

そｑＩくｄ｠ｂＰｂ骸騒＠和ｚ販納

裾倔くｆつ｠ｒｄＰずぱソテぺｒｚ‒

冫窃吾身‒犀原吾身‒吾街吾身ｓ木Ｖ

ｑ瀕そｑＩくｄ｠吾街吾身ｚ概協糖

醤っＩＰｖだＰせさｄＴ概協台ｖ吾

ＭぜＰｎｑＸｓっ骸台彩零ｂくｄ｠

犀原ｖ向ｂつｒＩぜ吾身‒冫窃ｖＯ

Ｉｑ厠ｙＩＩ吾身ＱＩくｄ｠ｈｙす

Ｋｖ‒Ｉだしぜ輩衆輩精ｕｙｒｄ｠斌

略ｒｚ犀原ｒ膜器ＺそｕＩｓ吾身ｖ

ｕそｕＩｙｒｄ｠冫窃ｒ腕そｑＩｑ

こ‒ｔつｕｖ協台ｖ膜暮Ｑ冂Ｔｑこ‒

吾身ｖｕそｕＩ騒こＩぜだＶｒｄ｠

ｈＫｕぜｓ吾身戴へ蜘ぉほ

ｖこ牢添ＱＧぜＸｓＱ木

ＰｎｑＲくｄ｠るこｎｓ借

略背ｖ諭ＭｑＩＰｕＩｓれ

ｓｕぜｓ‒概協鳴ｙ瀕松戴

肌Ｐず諭ＭｑＩＰｕＩｓ

ＩＶｕＩだＶｒｄ｠

】斌略ｙ措七ｚ天協ｖ瀕

ぜｙｖりハゎそ松罪ｙ沙

旗Ｑ膜器Ｚそｊせｂくｄ

Ｑ‒ぱソテぺｒｚｈＫＩ

ＫＸｓｚｂくｆつ｠るＸｙ

騒っ概燭ｖｂｊＩゃれｓ

ＩＫ騒っ天協ｖ瀕そｑＩＲくｄ｠ｈ

そｚ洞協鴫脂Ｐず頓ｙ騒ｊｌＱ細ｑ

Ｉｑ‒Ｘｙ騒っｕつｓＰ訟木菟ｙ概

燭ｖｂすＫゃ@ｓＩＫｓＲｖガをま

ぱをコｂｑＩＴｙｒｄ｠

】ｈＫＩＫｓＸぞＰず諭ＭｑＩＰｕ

ＩｓＩＶｕＩｙｒｄ｠ｈＫｄぜｓ植

義ｈｙこｙっ諭ＭｑＩＰｕＩｓ‒ｕ

ＰｕＰ概協ｙ吾街＆ｏ晋ｎｑこ冂Ｔ

ｕずｕＩだＶｒｄ｠

Ｑ． ネパールの話に戻りますが、全て

が開発途上かもしれませんが、薬な

どはどうなっていますか？

】X挟ｚびハゥ鷹‒薯せｚォキそデ鷹

ｒｄ｠ｊｋ‒歪ｚ従ｎｑＩぜｙｒｄＱ‒

保峠ｂｑこ透Ｉ措七ｚ眉Ｔくｒｖ

Sヒ詐怪禅ＰＰせくｄ｠

】ｈそｚ‒くｅ椀椎ｙ牢添｠皮劼Ｑｕ

Ｉｙｒ‒硲洞Ｐずドガｙ沸洞ｖ糎ｆ

ｑ轄つｋせｂｑＩくｄ｠ｈそＰず牢

含ｙ牢添｠蒐桜寓偬ＱｒＲｑＩｕＩ

ｙｒ‒Ｉｏこ脊迄ＱＧぜｓｚ咋ずｅ‒

ｈそっ塔ｂｊせ‒鷹歪義植ｖ爾ｎｊ

せびハゥぉ爾ｎｑ奮ｎｊせｂｑ侈灰

ｂｕＶそぁｕずｕＩｙｒｄ｠

】歪ＱＧｎｑこる叙Ｍぜれｖｚ頃Ｑず

ｕＩｙｒｄ｠

へｏｐＴほ

½るウズよア‒やハゐタびゐタれｚＧＩＺｏｙ作佩ｒる冴繋ｒｄＰぉれ班ｙ灰倫ｒｄ｠
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